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音 楽 Ⅰ  シ ラ バ ス 
 

科 目 名 単 位 数 学 年 学 期 必修・選択 対 象 コース 

音 楽Ⅰ ２ １ 全 選択 全コース 

 

１ 目標 

  音楽の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽，音楽文

化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1 ） 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解する

とともに，創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

（2 ） 自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながらよさや美しさ

を自ら味わって聴くことができるようにする。 

（3 ） 主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと

ともに，感性を高め，音楽文化に親しみ，音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにし

ていく態度を養う。 

２ 評価 

① 実技･表現 

学期毎に実技試験を実施する。歌唱・器楽にて行う。生徒の実力に応じた楽曲を用い

る。 

② 基礎知識 

学期毎に基礎知識（理論）試験を実施する。理解されているかを観る。自主学習課題

も範囲に加え、応用を含めて出題する。 

③ 鑑賞力 

多様な音楽への関心、音楽の持つ歴史的背景や文化を考え主体的に鑑賞することがで

きたかを観る。 

④ 授業･提出物 

音楽への関心･意欲･態度、発問及び出席状況・提出物等の主体的行動を総合的に判断

する。 

   上記の内容を観点別に評価する。３観点の比重は次の通りとする。 

   知識・技能：思考力・判断力・表現力：主体的に学に学びに向かう態度＝５：３：２ 

     

３ 使用教科書･副教材 

〈教科書〉教育出版社「音楽ⅠTutti＋」 

 〈副教材〉啓隆社「MUSIC NOTE」 

 

４ 授業の展開と形態 

全クラスを芸術選択ごとに展開し、１クラス約４０名を一斉授業する。 
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音 楽 Ⅰ 学 習 計 画 
 

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

歌唱① 

① 「宜野湾高校校歌」 

② 「ハナミズキ」 

③ 「糸」 

 

※ 中間考査〈実技試験〉 

「校歌」を暗唱で歌う。 

 

 

リズム① 

～ﾎﾞﾃﾞｨｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ～ 

「you can do it」 

音楽の仕組み① 

① 「五線譜の成り立ち」 

② 「音名と譜表」 

③ 「音程について」 

※期末考査（筆記試験） 

（ﾎﾞﾃﾞｨｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ実技試

験） 

 

・ 校歌が暗唱して歌えるようにする。 

・ 発声の基礎を学ぶと共に歌唱に対する意欲

を育てる 

・ 歌唱曲の発音の仕方を学ぶ。 

・ 歌詞に隠されている情景を創造しながら表

現の工夫ができるようにする。 

・ 音符の基礎を学ぶと共にリズムに対する意欲

を育てる。 

 

 

・ 五線譜･日本語･英語音名を理解する 

・ 音階と調について理解し、音階がつくれ、調

の判定ができるようにする。 

・ 階名唱ができるようにする。 

・ ２音間の音程（単音程･完全音程･増音程･減

音程）を理解する。 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

6 

 

実技（歌唱）は

１曲につき 2

時間配当。 

 

 

 

 

 

実技と理論を

おりまぜて授

業をする 

 

理論は１項目

につき２時間

配当。 

。 

 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

歌唱②～ア・カペラ～ 

「Stand by me」 

 

歌唱③～西洋音楽の流れ～ 

ドイツ･イタリアの音楽 

① ドイツの音楽 

「野バラ」 

② イタリアの音楽 

「サンタルチア」 

 

中間考査 

（アカペラ実技試験） 

音楽の仕組み② 

① 「これまでの復習」 

② 「移調と転調」 

 

 

③ 「音階に含まれる音

の名称」 

 

・ 歌唱（アカペラ）に親しむ。 

・  発声の応用とアカペラの基礎を学ぶ。 

 

 

・ ドイツ歌曲に親しむ。 

・ 「ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ･ｳｪﾙﾅｰ」の作品に触れる。 

・ 通作歌曲及び有節歌曲について学ぶ 

・ イタリア歌曲に親しむ。 

・ 美しい声、正しい音程で歌うことができるよ

うにする。 

 

 

・ １学期に学んだ事項について復習する。 

・ 簡単な移調ができるようにする。 

・ 転調について理解し、曲の中で転調したとき

に起こる楽曲の雰囲気に気づくことができ

る。 

・ 音階にある音それぞれの名称（主音･属音･

10 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

実技（歌唱）は

１曲につき 5

時間配当。 

 

実技（歌唱）は

１項目につき

４時間配当。 

 

実技と理論を

おりまぜて授

業をする。 

 

 

練習問題等を

利用し個々の

レベルに応じ

た指導を心が

ける。 
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④ 「近親調」 

※期末考査〈筆記試験〉 

下属音・導音）を理解する。 

・ 近親調について理解する。 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

器楽①～ｷﾞﾀー音楽～ 

「チューリップ」 

「ちょうちょう」 

「ぶんぶんぶん」 

「十人のインディアン」 

「喜びの歌」 

「カッコー」 

「ふるさと」 

「さくら」 

「禁じられた遊び」 

音楽の仕組みⅢ 

① 三和音 

 

 

 

これまでの学習のまとめ 

 

 

※期末考査（実技試験）ギ

ター 

 

・ ギター音楽に触れる。 

 

・ ギターの仕組みや弾き方等を理解する。 

 

・ ギターを通してギター音楽の基礎を学ぶと

共に器楽に対する意欲を育てる。 

 

 

 

・  三和音の構成音の名称について理解する。 

・ 長三和音について理解する。 

・ 短三和音について理解 

・ 和音の機能（トニック・ドミナント・サブド

ミナント）について理解する。 

・ １年間で学習した、様々地域の音楽・音楽理

論についての復習をし、きちんと習得できて

いるかを確認する。 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 
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音 楽 Ⅱ  シ ラ バ ス 
 

科 目 名 単 位 数 学 年 学 期 必修・選択 対 象 コース 

音 楽 Ⅱ ２ ２ 全 選 択 全 コ ー ス 

 

１ 到達目標 

① 歌唱･創作による表現活動および鑑賞活動の幅広い学習を通して、音楽を愛好する心情を育

てる。 

② 音楽が有する良さを感受し、個性豊かに表現できる能力を育てる。 

③ 我が国や西洋音楽を含む諸外国の音楽を学習し、それぞれの音楽文化の特性や良さを感受

すると共に、多様な音楽観の育成を図る。 

２ 成績評価 

① 実技･表現 

学期毎に実技試験を実施する。表現力･歌唱力を観る。生徒の実力に応じた楽曲を用

いる。 

② 基礎知識 

学期毎に基礎知識（理論）試験を実施する。理解されているかを観る。自主学習課題

も範囲に加え、応用を含めて出題する。 

③ 鑑賞力 

多様な音楽への関心、音楽の持つ歴史的背景や文化を考え主体的に鑑賞することがで

きたかを観る。 

④ 授業･提出物 

音楽への関心･意欲･態度、発問及び出席状況・提出物等の主体的行動を総合的に判断

する。 

 

 

   評価については、上記の内容をふまえ総合的に判断する。 

 

基礎知識･表現実技 ７０％ 鑑賞力  １０％ 授業・提出物 ２０％ 

 

３ 使用教科書･副教材 

〈教科書〉教育芸術社「MOUSA②」 

 〈副教材〉教育芸術社「音楽の鑑賞資料と基礎学習」 

 

４ 授業の展開と形態 

全クラスを芸術選択ごとに展開し、１クラス約４０名を一斉授業をする。 

 

５ 学習方法 

① はじめに、２学年での音楽学習についてガイダンスを行う。 

② 授業は適宜課題や個人学習を実施して学習内容の徹底をはかる。 

③ 生徒が自分自身に向き合う内容になるよう努める。 
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音 楽 Ⅱ 学 習 計 画 
 

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点 

4 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

歌唱① 

「未来へ」 

 「カントリーロード」 

 「瑠璃色の地球」 

 

 

歌唱②～アカペラ～ 

 「Cant help falling love」 

※ 中間考査 

（アカペラ実技試験） 

 

音楽理論Ⅰ 

① 「ドイツ音名」 

② 「音階と調」 

③ 「音程について」 

 

 

 

※期末考査〈筆記試験〉 

 

 

・ 声の美しさと追求する共に歌唱表現

を工夫する意欲を育てる。 

・ 歌詞に隠されている情景を創造しな

がら表現の工夫ができるようにす

る。 

 

・ 歌唱（アカペラ）に親しむ。 

・ ハモリの美しさと追求する共に歌唱

表現を工夫する意欲を育てる。 

 

・  

・ １年１学期の復習をする。 

・ ドイツ音名を理解する。 

・ 短音階の全種類について理解する。 

・  

・ ２音間の音程（単音程･完全音程･増

音程･減音程）を理解する。 

・ ２音間の音程（複音程・転回音程）

を理解する 

 

 

12 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

6 

 

実技（歌唱）は１曲

につき 4時間配当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論は１項目につ

き２時間配当。 

 

実技と理論をおり

まぜて授業をする。 

 

練習問題等を利用

し個々のレベルに

応じた指導を心が

ける。 

 

 

9 

 

 

 

 

10 

 

 

1１ 

 

 

 

 

 

 

 

12 

好きな音楽を調べよう 

 

 

 

 

※ 中間考査〈実技試験〉 

「音楽新聞」作品提出 

 

器楽①～ｷﾞﾀｰｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ～ 

「喜びの歌」「ふるさと」 

「ﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｲ」 

 

音楽理論Ⅱ 

① 「これまでの復習」 

② 「七の和音」 

③ 「コードネームにつ

いて」 

 

 

・ ジャンルを問わず自分の好きな音楽

について調べ、興味関心を深めると

共に音楽に対する視野を広げる。 

・ IT等を利用した調べ学習を行う。 

・ 調べた内容について整理し新聞を作

成する。 

 

 

・ ギターアンサンブルに触れる。 

・ ギターアンサンブルを通してアンサ

ンブルの基礎を学ぶと共に器楽に

対する意欲を育てる。 

 

・ 七の和音の構成について理解する。 

・ 和音の転回について理解する。 

・ コードネームを理解する。 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論は１項目につ

き 2時間配当。 

 

実技と理論をおり

まぜて授業をする。 

 

練習問題等を利用

し個々のレベルに

応じた指導を心が

ける。 
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※期末考査〈実技試験〉 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

楽器を知る 

① 体鳴楽器 

② 膜鳴楽器 

③ 弦鳴楽器 

   弦楽器について 

   ピアノについて 

   三線について 

④ 気鳴楽器 

   金管楽器について 

   木管楽器について 

   その他の管楽器 

  

 

管弦楽に親しむ 

① バレエ音楽「くるみ

割り人形」 

② 「新世界より」 

 

郷土の音楽に親しむ 

① 「谷茶前」 

② 「てぃんさぐぬ花」 

 

 

これまでの学習のまとめ 

 

 

 

※期末考査〈実技試験〉 

・ 楽器の分類について理解し、様々な

楽器があることを知り、音色等の区

分ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ クラシックの作曲家や時代背景と共

に楽曲を鑑賞し、使用されている楽

器の音色などに注意しながら鑑賞

し、音楽のもつ深さを体感する。 

・ 郷土の文化に培われた音楽を鑑賞す

る。 

・ 沖縄の伝統音楽の特徴を理解する。 

・ 自分の地域の音楽を大切にすること

ができるようにする。 

 

２年間で学習した、様々地域の音楽・音

楽理論についての復習をし、きちんと習

得できているかを確認する。 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

8 
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音楽Ⅲ  シラバス 

科 目 名 単 位 数 学 年 学 期 必修・選択 対 象 コース 

音楽基礎 ２ ３ 全 選択 全コース 

 

１ 到達目標 

① 歌唱･創作による表現活動および鑑賞活動の幅広い学習を通して、生涯にわたり音楽を愛好

する心情を育てる。 

② 音楽が有する良さを感受し、個性豊かに表現できる能力を育てる。 

③ 我が国や西洋音楽を含む諸外国の音楽を学習し、それぞれの音楽文化の特性や良さを感受す

ると共に、多様な音楽観の育成を図る。 

２ 成績評価 

① 基礎知識 

学期毎の期末考査時に基礎知識（理論）試験を実施する。計画的に学習されているか、

確実に理解されているかを観る。授業内容を主にし、自主学習課題も範囲に加え、応

用を含めて出題する。 

② 実技･表現 

学期毎の中間考査時に実技試験を実施する。個性豊かな表現力･歌唱力を観る。但し、

３学期は実施しない。生徒の実力に応じた楽曲を用いる。 

③ 鑑賞力 

多様な音楽への関心、音楽の持つ歴史的背景や文化を考え主体的に鑑賞することがで

きたかを観る。 

④ 授業･提出物 

出席状況･音楽への関心･意欲･態度、発問等への主体的姿勢等について総合的に判断す

る。 

 

   評価については、上記の内容をふまえ総合的に判断する。 

 

基礎知識･表現実技 ７０％ 鑑賞力  １０％ 授業・提出物 ２０％ 

 

３ 使用教科書･副教材 

 教育芸術社「JOY OF MUSIC」 

 

 

４ 授業の展開と形態 

３年生の一般選択。 

 

５ 学習方法 

① はじめに、高校での音楽学習についてガイダンスを行う。 

② 授業は適宜課題や個人学習を実施して学習内容の徹底をはかる。 

③ 生徒が自分自身に向き合う内容になるよう努める。 
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音楽Ⅲ学習計画 

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点 

4 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

7 

 

 

柔らかな感性を求めて 

1. 「ゆりかご」 

2. 「おぼろ月夜」 

※中間考査〈実技試験〉 

音楽のしくみ 

 

音楽史 

1. バロック時代･古典派

の音楽 

2. ロマン派の音楽 

3. 近代･現代の音楽 

 

日本の伝統音楽 

1. 雅楽 

2. 能 

3. 歌舞伎 

4. わらべ歌 

5.  

諸民族の音楽 

〈筆記試験〉 

 

※期末考査（筆記試験） 

・ 歌詞や曲想を生かした表現を工夫でき

るようにする。 

 

 

・ 作曲･編曲の必要な基礎的知識を身につ

ける。 

・ 時代背景や楽曲構成、音楽様式を中心と

して音楽的特徴を理解する。 

 

 

 

 

・ 文化的背景の基づく日本の伝統音楽の

種類や特徴について理解する。 

 

 

 

 

・ 諸民族の音楽への関心を高めると共に、

多様な音楽を享受する感性をもつ。 

 

6 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

4 

 

9 

10 

 

 

11 

12 

 

創作の楽しみ 

〈作曲をしよう〉 

 

 

オルゴールを作ろう 

・ イメージに基づく自由な表現･創作への

意欲を高める。 

・ 各自で設定したテーマの下、作曲･編曲

を行い発表する。 

・ 発表作品でオルゴールを製作する。 

18  

1 

 

2 

 

生活と音楽 

（郷土の音楽） 

１年間のまとめ 

・ 自分たちの身の周り音楽とその文化的

背景や歴史的背景を理解し、これらを愛

好できるようにする。 

・ これまでの音楽活動を通して音楽と生

活、自己を音楽のかかわりについて考え

る。 

10 
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郷土の音楽  シラバス 

科 目 名 単 位 数 学 年 学 期 必修・選択 対 象 コース 

音楽基礎 ２ ３ 全 選択 全コース 

 

１．学習目標 

 「琉球伝統音楽」の成立や、その歴史的背景について学ぶとともに、実際に歌・三線に親しむことによ

り、豊かな感性を養い、郷土文化の継承発展に寄与する人材の育成を図る。 

２．到達目標 

①歌･三線による表現活動および鑑賞活動の幅広い学習を通して、音楽を愛好する心情を育てる。 

②郷土の音楽が有する良さを感受し、個性豊かに表現できる能力を育てる。 

③郷土の音楽を学習し、地域に根ざした伝統音楽文化の特性や良さを感受すると共に、郷土文化への理

解を深める。 

 

３．学習計画（概要） 

１学期 ２学期 ３学期 

三線の持ち方・基本練習 

琉球古典音楽に親しむ 

広く親しまれた民謡を演奏

する 

三線の歴史・工程・型につい

て 

沖縄の教訓歌に親しむ 

三線独奏曲に親しむ 

組踊の歴史と古典音楽との

関わり 

民衆から生まれた民謡 

音楽クラス学習発表会（三線

合奏） 

古典音楽と舞踊の関わり 

１年間の学習成果の発表 

 

４．評価の観点、内容及び評価方法 

 学習評価は「関心･意欲･態度」「芸術的な感受や表現の工夫」「創造的な表現の技能」「鑑賞の能力」の

４つの観点で評価します。 

 

評価の観点 内容 評価方法 

関心･意欲･態度 

４５％ 

郷土の音楽を愛好し、郷土文化を理

解しているか。 

郷土の音楽に興味･関心をもっている

か。 

意欲的･主体的に音楽活動を行ってい

るか。 

・学習活動への参加の仕

方や態度 

・日々の活動の取り組み

状況 

・実技テストへの取り組

み状況 

・出欠状況 

芸術的な感受や表現

の工夫 

２０％ 

 感性を働かせ、郷土の音楽の諸要素

を知覚しているか。 

 郷土の音楽のよさや美しさを感じ取

・実技テストでの表現の

仕方 

・日々の表現活動の仕方 



っているか。 

 個性豊かで創造的な音楽活動の工夫

をしているか。 

・発表の内容 

想像的な表現の技能 

２５％ 

表現に対する自己のイメージをもっ

ているか。 

 個性豊かに表現するための技能を身

に付けているか。 

 創造的な表現をするための技能を身

に付けているか。 

・実技テストでの表現の

仕方 

・日々の表現活動の仕方 

・発表の内容 

鑑賞の能力 

１０％ 

 郷土の音楽や音楽文化に対して理解

を深めているか。 

 郷土の音楽や伝統文化のよさや美し

さを主体的に味わっているか。 

・「鑑賞ノート」の内容 

 

 

５．履修上の注意点 

 郷土の音楽は祖先が作り上げた格調高い伝統的文化遺産のひとつであるので、真剣に学習に取り組む

ことを重視します。生涯、郷土の音楽を愛好するためには、「自分で学ぶ」態度と方法を身に付けなけれ

ばならないので、積極的に取り組むようにします。 

  

 

 

 ６．学習計画書 

   

月 単元･題材･教材等 学習内容・要点など 
配

当 
配慮･留意点 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6 

 

 

オリエンテーション 

三線の持ち方 

琉球古典音楽に親し

む 

「安波節」 

広く親しまれた民謡

を演奏する 

「安里屋ユンタ」 

 

※ 中間考査〈実技試

験〉 

課題曲を演奏す

る。 

・ 年間の音楽の授業の流れを説明 

・ 三線の各部の名称を覚える 

・ 基本奏法（指使い）や調弦の仕方

を覚える 

 

・ 簡易で親しみやすい曲から練習

していく 

 

 

・ 既習曲の中から課題曲を選択し

実技試験を行う 

・ 演奏をしながらしっかりとした

声で歌う。 

1 

6 

 

6 

 

6 

 

 

 

2 

 

 

4 

 

 

各個人のレベルに応じ

た指導を中心としなが

ら、基礎基本が確実に定

着するように指導する。 

 

演奏する際の礼儀作法

も育成する。 

 

実技試験課題曲は、生徒

の実態を見ながら選定

する。 



7 

 

 

三線の歴史・工程・型 

※ １期末考査〈実技

試験〉 

  課題曲を演奏す

る 

沖縄の教訓歌に親し

む 

 

・ 三線の歴史、製作工程・型につい

て理解する。 

 

・ 既習曲の中から課題曲を設定し

実技試験を行う。 

・ 演奏しながらしっかりとした声

で歌う。 

・ てぃんさぐぬ花を練習する。 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

三線独奏曲 

「渡りゾウ」 

「瀧落」 

 

組踊の歴史と古典音

楽との関わり 

※  中間考査〈実技

試験〉 

課題曲を演奏する 

 

民衆から生まれた民

謡 

「デンサー節」 

「祝い節」 

※ ２期末考査〈実技

試験〉 

   課題曲を演奏す

る 

 

・ 三線独奏曲を演奏し、親しむ 

・ 良い音色で演奏できるように、基

礎基本に忠実に 

・ 演奏ができるようにする。 

 

・ 組踊「万歳敵討」を鑑賞し、組踊

の歴史や 

古典音楽との関わりについて

理解する。 

・ 既習曲の中から、課題曲を設定

し、実技試験を行う 

・ しっかりと演奏ができるように

する。 

・ 民衆の中から生まれた民謡に親

しむ 

・ 沖縄の祝い事などで歌われる民

謡に親しむ 

 

・  

1

0 

 

 

4 

 

 

1

8 

 

 

 

 

 

各個人のレベルに応じ

た指導を中心としなが

ら、基礎基本が確実に定

着するように指導する。 

 

演奏する際の礼儀作法

も育成する。 

 

実技試験課題曲は、生徒

の実態を見ながら選定

する。 

 

発表会に向けてステー

ジマナーも指導する。 

1 

 

 

2 

 

 

 

3 

古典音楽と舞踊の関

わり 

「かぎやで風」 

 

※学年末考査〈実技試

験〉 

・  古典踊り「かぎやで風」を鑑賞

し、古典音楽を舞踊の関わりにつ

いて理解する 

・ 一年間の学習の成果を試験する。 

     各自が選択楽曲で発表する。 

     自分の能力に合う、曲を選択す

る 

   積極的に学習に取り組む 

   

1

4 

 

 

 

既習曲にとらわれず各

自が演奏したい曲を選

択させる。 

 

個人のレベルに応じた

指導をする。 

 



令和4年度　　美術Ⅰ　シ　ラ　バ　ス

教科名 科目名 履修学年 単位数
芸術 美術Ⅰ １学年（選択） 2

　　目　　標

　　【表　現】

　　ア　感じ取ったことや考えたこと、空想や想像などから主題を生成すること。
　　イ　表現形式の特性を生かし、形体、色彩、構成等を工夫した心豊かな表現の構想を練ること。　
　　ウ　意図に応じて材料や用具の特性を生かし、表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（２）　デザイン･工芸
　　ア　目的、機能、美しさなどを考えて主題を生成し、形や色彩などの構成要素の働きを考え構想を練ること。
　　イ　意図に応じてデザイン効果を考えて表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　
　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、目的や計画を基に表現すること。
　【鑑　賞】
　　ア　美術作品のよさや美しさ、作者の心情や意図と表現の工夫等を感じ取り、理解を深めること。
　　イ　映像メディア表現の特質や表現の効果を感じ取り、理解すること。
　　ウ　自然と美術とのかかわり、生活や社会を心豊かにする美術の働きについて理解を深めること。
　　エ　日本の美術の歴史や表現の特質、日本及び諸外国の美術文化についての理解を一層深めること。
　　　

　　教　材 教科書　：　光村　美術1

その他　：　図録各種、参考図書、プリント、DVD・ビデオ教材等

  ・教科書や図録、資料集などの視覚教材やプリント教材などを多面的に利用して、実技を中心とした造形学習を

　 行います。
授業方法  ・スケッチブックやデッサン、絵の具の種類や性質、美術用語について平面や立体など、演習を交え
　　及び形態 　 た基礎的な学習を行います。
　　　  ・演習的な簡易作品の制作から平面や立体などの長期的計画による、課題作品の制作など計画的

　　に実施します。制作後は作品展示による鑑賞や、コンクール出品、展示会等への出品も行います。
　・基礎的に演習後に、演習を踏まえた課題が提示されます。各自資料及び材料を収集し、作品制作
　から完成に至るまでの計画やアイディアスケッチ等の構想に綿密に練ることを重視していきます。
　・定期考査は二学期の期末考査のみ実施します。夏休みの宿題もあります。

成績評価 　１・観点別評価に応じた実技課題（作品制作）の評価・・・50％
　　　の目安 　２・宿題やワークシート、自習課題等の提出物の評価・・・30％

　３・毎授業の学習態度や出席状況の評価・・・20％

評 価 の

観　点

対象や事象を捉える造形的な視点について理解すると共に、意図に応じて表
現方法を工夫して表すことができる。

自然の造形や美術作品等の造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、機能
性と美しさの調和、美術の働きなどについて考え、主題を生み出し豊かに発
想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を広げたりする
ことができる。

楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情
を培い、心豊かな生活を創造していくことができる。

教科書
３８光村ー美術Ⅰー701

沖縄県立　宜野湾高等学校　

・美術の創造的な諸活動を通して美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育て、感性を高め個性
豊かな表現力と鑑賞の能力を伸ばすと共に、自分の主張を根拠に基づいて言える生徒の育成を図る。

b. 思考力・判断力・表現力

c. 主体的に授業に取り組む態度

（１）絵画・彫刻

a. 知識・技能



令和4年度　　美術Ⅱ　シ　ラ　バ　ス

教科名 科目名 履修学年 単位数
芸術 美術Ⅱ ２学年（選択） 2

　　目　　標

　　【表　現】

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて主題を生成すること。
　　イ　表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　
　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（２）　デザイン

　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
　【鑑　賞】
　　ア　作品や作者の個性等に関心を持ち、発想や構想の独自性、表現の工夫等について多様な視点から分析し
　　　　理解すること。
　　イ　心豊かな生き方の創造に関わる美術の働きについて理解を深めること。

　　　　ること。

　　教　材 教科書　：　光村　美術2

その他　：　図録各種、参考図書、プリント、DVD・ビデオ教材等

  ・教科書や図録、資料集などの視覚教材やプリント教材などを多面的に利用して、実技を中心とした造形学習を

　 行います。
授業方法  ・スケッチブックやデッサン、絵の具の種類や性質、美術用語について平面や立体など、演習を交え

　　及び形態 　 た基礎的な学習を行います。
　　　  ・演習的な簡易作品の制作から平面や立体などの長期的計画による、課題作品の制作など計画的

　　に実施します。制作後は作品展示による鑑賞や、コンクール出品、展示会等への出品も行います。
　・基礎的に演習後に、演習を踏まえた課題が提示されます。各自資料及び材料を収集し、作品制作
　から完成に至るまでの計画やアイディアスケッチ等の構想に綿密に練ることを重視していきます。
　・定期考査は二学期の期末考査のみ実施します。夏休みの宿題もあります。

成績評価 　１・観点別評価に応じた実技課題（作品制作）の評価・・・約５０～６０％
　　　の目安 　２・宿題やワークシート、自習課題等の提出物の評価・・・約３０～４０％

　３・毎授業の学習態度や出席状況の評価・・・約１０％

 評 価 の
　観　点

c. 創造的な技能
個性豊かに創造的な表現をするために材料・技法を活用して表現する技能を
身につけようとしている。

沖縄県立　宜野湾高等学校　

　　ウ　時代、民族、風土、宗教などによる表現の相違や共通点などを考察し、美術文化についての理解を一層深め

教科書
３８光村－美術Ⅱ－303

d. 鑑賞の能力
心豊かな生き方の創造にかかわる美術の働きや美術文化などの理解を深め、
そのよさや美しさを味わうことができる。

・美術の創造的な諸活動を通して美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育て、感性を高め個性豊
かな表現と鑑賞の能力を伸ばすと共に、自分の主張を根拠に基づいて言える生徒の育成を図る。

（１）絵画・彫刻

a. 関心・意欲・態度 
美術を愛好し、美術文化に関心を持ち、感性を高めて意欲的、主体的に表現
や鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

b. 発想や構想の能力
感性を働かせて美術のよさや美しさを感じ取り、個性豊かに発想し創造的に表
現を工夫する。

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて、生活を美しく豊かにするデザインの働きを考えて主題を生成すること。
　　イ　目的や条件などを基に、デザイン効果を考えて表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　



令和4年度　　自由選択：美術Ⅲ　シ　ラ　バ　ス

教科名 科目名 履修学年 単位数
芸術 美術Ⅲ ３学年（自選） 2

　　目　　標

　　【表　現】

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて主題を生成すること。
　　イ　表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　
　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（２）　デザイン

　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（３）映像メディア表現
　　ア　映像メディアの特性を生かして独創的な主題を生成し、表現の構想を練ること。
　　イ　主題に合った表現法を工夫し、仲間と協力しながら創造的な映像メディアを追及すること。
　　【鑑　賞】

　　教　材 教科書　：　光村　美術３

その他　：　図録各種、参考図書、プリント、DVD・ビデオ教材等

  ・教科書や図録、資料集などの視覚教材やプリント教材などを多面的に利用して、実技を中心とした造形学習を

　 行います。
授業方法  ・スケッチブックやデッサン、絵の具の種類や性質、美術用語について平面や立体など、演習を交え
　　及び形態 　 た的な発展的な学習を行います。
　　　  ・演習的な簡易作品の制作から平面や立体などの長期的計画による、課題作品の制作など計画的

　・基礎的な演習後に、演習を踏まえた課題が提示されます。各自資料及び材料を収集し、作品制作
　から完成に至るまでの計画やアイディアスケッチ等の構想に綿密に練ることを重視していきます。
　・定期考査は実施しないが夏休みに宿題を出します。

成績評価 　１・観点別評価に応じた実技課題（作品制作）の評価・・・約５０％
　　　の目安 　２・宿題・ワークシート（自習課題）等の提出物の評価・・・約３０％

　３・毎授業の学習態度や出席状況の評価・・・約２０％

 評 価 の

　　　観　点

感性を働かせて美術のよさや美しさを感じ取り、個性豊かに発想し創造的に
表現を工夫する。

c. 創造的な技能
個性豊かに創造的な表現をするために材料・技法を活用して表現する技能を
身につけようとしている。

　　に実施します。制作後は作品展示による鑑賞や、コンクール出品、展示会等への出品も行います。

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて、生活を美しく豊かにするデザインの働きを考えて主題を生成すること。

　　イ　目的や条件などを基に、デザイン効果を考えて表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　

　　イ　心豊かな生き方の創造に関わる美術の働きについて理解を深めること。

　　ア　作品や作者の個性等に関心を持ち、発想や構想の独自性、表現の工夫等について多様な視点から分析し理解すること。

d. 鑑賞の能力
心豊かな生き方の創造にかかわる美術の働きや美術文化などの理解を深
め、そのよさや美しさを味わうことができる。

a. 関心・意欲・態度 
美術を愛好し、美術文化に関心を持ち、感性を高めて意欲的、主体的に表現
や鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

b. 発想や構想の能力

沖縄県立　宜野湾高等学校　

　　ウ　時代、民族、風土、宗教などによる表現の相違や共通点などを考察し、美術文化についての理解を一層深め
ること。

・美術の創造的な諸活動を通して美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育て、感性を高め個性
豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばすと共に、自分の主張を根拠に基づいて言える生徒の育成を図る。

（１）絵画・彫刻

教科書
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教科名 科目名 履修学年 単位数
芸術 沖縄の美術工芸 ３学年（自選） 2

　　目　　標

　　【表　現】

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて主題を生成すること。
　　イ　表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　
　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（２）　デザイン

　　ウ　主題にあった表現方法を工夫し、創造的に表現すること。
（３）映像メディア表現
　　ア　映像メディアの特性を生かして独創的な主題を生成し、表現の構想を練ること。
　　イ　主題に合った表現法を工夫し、仲間と協力しながら創造的な映像メディアを追及すること。
　　【鑑　賞】

　　教　材 教科書　：　なし

その他　：　図録各種、参考図書、プリント、DVD・ビデオ教材等

  ・教科書や図録、資料集などの視覚教材やプリント教材などを多面的に利用して、実技を中心とした造形学習を

　 行います。
授業方法  ・スケッチブックやデッサン、絵の具の種類や性質、美術用語について平面や立体など、演習を交え
　　及び形態 　 た的な発展的な学習を行います。
　　　  ・演習的な簡易作品の制作から平面や立体などの長期的計画による、課題作品の制作など計画的

　・基礎的な演習後に、演習を踏まえた課題が提示されます。各自資料及び材料を収集し、作品制作
　から完成に至るまでの計画やアイディアスケッチ等の構想に綿密に練ることを重視していきます。
　・定期考査は実施しないが夏休みに宿題を出します。

成績評価 　１・観点別評価に応じた実技課題（作品制作）の評価・・・約５０％
　　　の目安 　２・宿題・ワークシート（自習課題）等の提出物の評価・・・約３０％

　３・毎授業の学習態度や出席状況の評価・・・約２０％

 評 価 の

　　　観　点

沖縄県立　宜野湾高等学校　

　　ウ　時代、民族、風土、宗教などによる表現の相違や共通点などを考察し、美術文化についての理解を一層深め
ること。

地域の素材・技法の創作活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術工芸を愛する心情と態度を育てると
共に感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術工芸の伝統と文化についての理解を深める。

（１）絵画・彫刻

教科書

　　に実施します。制作後は作品展示による鑑賞や、コンクール出品、展示会等への出品も行います。

　　ア　自然、自己、社会などを深く見つめて、生活を美しく豊かにするデザインの働きを考えて主題を生成すること。

　　イ　目的や条件などを基に、デザイン効果を考えて表現形式を選択し、創造的で心豊かな表現の構想を練ること。　

　　イ　心豊かな生き方の創造に関わる美術の働きについて理解を深めること。

　　ア　作品や作者の個性等に関心を持ち、発想や構想の独自性、表現の工夫等について多様な視点から分析し理解すること。

なし

d. 鑑賞の能力
心豊かな生き方の創造にかかわる美術の働きや美術文化などの理解を深
め、そのよさや美しさを味わうことができる。

a. 関心・意欲・態度 
美術を愛好し、美術文化に関心を持ち、感性を高めて意欲的、主体的に表現
や鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

b. 発想や構想の能力
感性を働かせて美術のよさや美しさを感じ取り、個性豊かに発想し創造的に
表現を工夫する。

c. 創造的な技能
個性豊かに創造的な表現をするために材料・技法を活用して表現する技能を
身につけようとしている。
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